
労働トラブルの未然防止に力を入れている 

社会保険労務士 
 丸山事務所 通信 

 
２０２３年 ８月（第１７１号）  

  本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせて頂いた方、ＦＡＸ番号、メールア

ドレスを教え頂いた会社さんへお送りしてお

ります。不要の方はお手数ですがメール、Ｆ

ＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます。 

   
 

無料WEB審査受診の勧め 

会社も人と同じく年に1回は健康診断が必要

です。会社の強みや改善点等の自社の状況を知

ることは企業経営に対して重要です。 

ホワイト財団が提供する１時間ほどの無料

WEB審査の受診をお勧めします。 
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ビッグモーター

損害保険金水増し請求から端を発したビッグモ

ーター事件。第三者機関による調査報告書と社長

による記者会見から、同社の人事・労務上の問題

点を探ります。 

 調査報告書と社長会見・ 

自動車損害保険会社 3 社は不適切な保険金請求

が行われている旨の情報提供を受けて、2022 年

6 月に連名で実態確認をビッグモーターに要請し

ました。これに対しての回答には客観性•透明性

が不十分で網羅性も欠けているとして、弁護士等

の外部の調査委員会による調査を求め、翌年 1 月

30 日に特別調査委員会が設置されました。調査報

告書は同委員会が 6 月 20 日までの調査結果を 6

月 2 6 日に発表したものです。 

社長による記者会見はマスコミが同事件を連日

取り上げる中の７月２５日に開催され Youtube で

配信されました。 

 社長の責任・ 

記者会見で保険金の不正請求に関して社長は、

①自分は知らなかったこと、②板金塗装部門が単

独で行った不正であること、③工場長の指示であ

り組織的な不正ではないことを強調することに始

終しました。更に故意に車を傷付けた行為を「信

じられない」と怒りを滲ませ、刑事告訴までを言

及する始末でした。そこには会社の責任者として

の自覚が全く感じられず、まさに「泥棒が警官を

演じる」を目の当たりにした思いでした。 

 懲戒人事・ 

直近 3 年間で延べ３７名の工場長が降格処分を

受けています。社長は、降格は教育の一環で多数

の復職人事も行っていると弁解しています。しか

し、①弁明の機会が与えられていない、②理由が

明確に伝えられていない、ことから教育ではなく

経営者の言いなりになる社員の養成人事と見られ

ても仕方ありません。 

 グループライン・ 

調査報告書に「工場長のグループラインで、ま

ともな職場ではおよそ使われない言葉で罵倒され

ることが日常的に行われていた。」と記述されてい

ます。記者会見で本件を問われた社長は、自分の

ラインには「そのような言葉はなかった」旨の回

答をしています。 

グループラインは業務連絡に便利で広く使用さ

れています。グループラインは外部の目が届かな

い密室状態となるためにハラスメントの温床とな

り得ることが以前から指摘されています。 

 不合理な目標設定・ 

売り上げは、客数×客単価です。会社が売り上

げ目標を掲げることは普通です。また、例えばハ

ンバーグを注文した客に「ポテトは如何ですか」

と勧めることは定番の客単価増加方法です。しか

しです。自動車修理の単価は、故障状態に応じて

決まります。ましてや保険を用いた修理では客に

選択の余地はありません。現場は当然に分かって

いたはずです。それにも拘らず客単価の平均目標

値を定め、その目標値達成を強く求めていたこと

は不合理で異常です。 

問題は、現場の感覚とズレた不合理な目標設定

が強行できた点です。懲戒人事と合わせて現場の

反発を許さない企業体質が根底にあります。 

・まとめ・  

心理的安全性や社員満足の充実が叫ばれている

時代です。同社は、このような世の中の潮流に真

っ向から逆らった社風を作り上げて来たようで

す。一時的な成長はあっても、持続可能性の乏し

い労務管理の典型と言えます。 
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